
川
西

　
　
石
造
文
化
へ
の
思
い

明
欝
（
賛
助
会
員
）

　
　
　
　
加
　
藤
　
義
　
則

　
私
は
、
か
ね
て
よ
り
「
石
こ
そ
人
類
文
化
の
発
祥
で
あ
る
」
と

考
え
て
き
ま
し
た
。

　
朝
口
授
区
と
そ
の
周
辺
を
見
回
し
て
も
、
到
る
処
に
石
造
文
化

（
財
）
の
数
々
、
た
と
え
ば
各
地
区
に
は
記
念
碑
・
功
徳
碑
の
類
、

石
塔
・
石
仏
・
石
庭
・
灯
馥
な
ど
か
ら
古
墳
の
発
掘
石
造
物
、
さ

ら
に
神
社
・
仏
閣
の
境
内
に
見
ら
れ
る
数
多
く
の
石
工
作
物
、
田

舎
の
道
路
の
辻
に
見
ら
れ
る
石
祠
（
地
蔵
さ
ま
な
ど
）
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　
私
が
住
む
明
君
地
区
周
辺
か
ら
、
順
次
見
て
ゆ
く
こ
と
に
し
ょ

　
　
　
巾
　
天
間
地
区

　
こ
こ
に
は
、
別
府
市
域
で
唯
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
戦
前
の
「
慰

霊
碑
」
が
あ
る
。
戦
前
ま
で
、
こ
れ
ら
の
記
念
石
碑
は
「
忠
魂
碑
」

と
も
呼
ば
れ
て
、
明
治
維
新
（
一
八
六
八
年
）
以
降
、
国
家
の
た

め
に
殉
職
さ
れ
た
人
た
ち
（
主
に
戦
没
者
）
を
祀
っ
て
お
り
、
毎

年
春
秋
の
二
回
招
魂
祭
が
聞
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　
朝
日
校
区
に
は
戦
前
、
小
高
い
丘
陵
地
（
現
大
観
山
町
）
貴
船

城
の
下
当
た
り
に
建
て
ら
れ
て
い
た
。
戦
後
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
指
令
で
、

こ
れ
ら
は
軍
国
主
義
の
象
徴
物
と
し
て
撤
去
が
命
ぜ
ら
れ
た
。

　
　
　
開
湯
山
地
区
に
お
い
て

　
戦
後
、
暫
く
の
間
、
湯
山
養
鱒
場
と
し
て
名
所
で
あ
っ
た
一
角

に
は
、
鎮
西
ハ
郎
為
朝
（
源
為
朝
一
一
三
九
～
七
〇
年
）
が
九
州

で
権
勢
を
誇
っ
て
い
た
頃
、
当
地
に
立
ち
寄
り
鎧
を
置
い
た
と
伝

え
ら
れ
る
「
鎧
石
」
が
あ
る
。
為
朝
は
名
だ
た
る
豪
勇
と
射
術
に

長
じ
て
い
た
こ
と
で
有
名
で
し
た
。

　
海
門
寺
入
口
（
旧
北
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
西
）
に
は
松
の
本
数
本

が
あ
り
、
四
極
山
（
現
高
崎
山
）
の
的
を
射
て
弓
を
掛
け
た
と
い

う
（
弓
か
け
の
松
）
伝
説
も
残
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
村
内
の
湯
山
殿
に
は
貞
観
九
（
八
六
七
）
年
、
鶴
見
岳

人
噴
火
の
折
、
そ
の
前
兆
で
は
な
か
っ
た
か
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る

「
踊
り
石
」
。
冬
ケ
城
北
端
に
は
「
獅
子
岩
」
と
名
付
け
ら
れ
た
巨

岩
も
存
在
し
て
い
る
。

　
　
　
開
明
君
地
区
（
徳
川
期
、
明
君
製
造
を
し
て
い
て
地
名

84-



に
な
っ
た
）

　
当
地
の
南
方
高
台
（
字
畝
原
）
に
は
、
今
日
な
お
グ
ラ
ン
ド
と

呼
ん
で
い
る
広
場
が
あ
り
、
こ
こ
に
は
「
建
設
記
念
碑
」
が
立
っ

て
い
る
。
そ
の
昔
、
明
治
三
十
四
（
一
九
〇
一
）
年
地
元
有
志
ら

が
潅
漑
用
の
池
を
企
画
し
、
周
囲
一
帯
に
桜
と
松
の
木
を
植
え
て

公
園
に
し
よ
う
と
し
た
、
と
聞
い
て
い
る
。
春
は
花
見
、
秋
・
冬

は
山
行
事
や
山
祭
の
集
会
所
に
も
利
用
し
た
よ
う
だ
。

　
昭
和
八
年
と
九
年
に
は
、
地
区
挙
げ
て
校
区
の
朝
日
尋
常
高
等

小
学
校
の
全
児
童
・
生
徒
を
招
待
し
、
春
の
大
運
動
会
を
開
催
し

た
と
い
う
実
績
を
も
つ
。

　
な
お
、
当
地
区
に
は
、
石
造
の
弁
財
天
（
音
楽
・
技
芸
の
守
護

神
、
イ
ン
ド
・
ガ
ン
ジ
ス
河
の
女
神
）
、
山
の
神
で
あ
る
山
祇
神
、

そ
れ
に
航
海
安
全
を
祈
る
金
比
羅
神
の
三
神
を
祀
る
「
石
祠
」
も

あ
る
。
山
の
神
を
祀
る
理
由
は
判
る
が
、
海
に
か
か
わ
る
二
神
の

経
緯
は
不
詳
。
か
っ
て
古
老
か
ら
聴
い
た
話
で
は
、
五
千
年
前

（
～
一
万
年
）
の
大
昔
、
別
府
湾
が
深
く
入
り
込
み
、
大
平
山
麓

ま
で
海
岸
で
あ
っ
た
、
と
か
。
そ
れ
が
証
拠
に
は
、
内
山
渓
谷
人

口
に
は
往
古
か
ら
エ
ビ
ス
神
社
が
、
小
倉
と
竹
の
内
両
地
区
の
字

境
に
は
「
鯛
釣
り
石
」
（
後
述
）
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
何

か
関
係
が
あ
り
そ
う
な
気
が
す
る
。
な
お
、
徳
川
期
（
享
保
年
間
）

に
明
欝
製
造
で
功
労
し
た
功
労
者
、
渡
辺
五
郎
右
衛
門
の
墓
が
鶴

見
町
（
四
一
一
五
番
地
）
に
あ
る
。
墓
石
は
総
高
一
・
三
八
メ
ー

ト
ル
、
無
縫
塔
（
卵
塔
）
で
花
肖
岩
で
造
ら
れ
て
い
る
。

　
　
圃
扇
山
と
小
倉
地
区
周
辺

　
歴
史
的
に
鶴
見
の
里
は
、
古
代
（
律
令
国
家
の
郷
里
制
）
に
は

散
見
（
の
ち
に
朝
見
）
郷
に
所
属
し
、
中
世
か
ら
近
世
に
入
り
戦

国
時
代
後
、
豊
後
森
藩
の
久
留
島
侯
（
石
高
は
当
初
一
万
四
千
石
、

の
ち
一
万
二
千
五
百
石
）
の
飛
び
地
と
な
っ
た
。

　
小
倉
地
区
の
照
湯
温
泉
周
辺
は
、
鶴
見
原
中
村
庄
屋
（
直
江
雄

ハ
郎
）
著
『
鶴
見
七
湯
記
』
の
中
の
一
つ
で
典
型
的
な
温
泉
場
。

別
名
、
「
殿
様
湯
」
「
御
前
湯
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。
湯
治
諸
施

設
（
浴
槽
・
滝
湯
、
石
庭
、
築
山
な
ど
）
に
は
祓
川
（
春
木
川
の

上
流
）
河
川
敷
の
「
自
然
石
」
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
さ
れ
て
い
た

ら
し
い
。

　
ま
た
、
こ
の
小
倉
集
落
と
竹
の
内
集
落
の
字
境
に
は
、
古
来
地

区
住
民
が
「
鯛
釣
り
石
」
と
呼
ん
で
き
た
巨
石
が
横
だ
わ
っ
て
い

た
。
と
こ
ろ
が
昭
和
三
十
年
代
、
山
な
み
道
路
（
九
州
横
断
）
建

設
で
道
路
敷
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
扇
山
町
を
含
む
四
町
自
治
会

で
保
存
運
動
か
お
こ
り
、
県
土
木
事
務
所
で
も
要
望
を
容
れ
て
数

十
メ
ー
ト
ル
東
に
移
動
し
、
自
衛
隊
別
府
駐
屯
地
東
方
道
路
沿
い
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噂

み
に
「
石
」
の
付
く
小
字
名
を
挙
げ
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
も
の
が

別
府
市
の
（
村
字
図
）
に
見
え
る
。

　
　
尖
石
　
ヒ
ゲ
石
　
大
石
原
　
夫
婦
石
　
館
石
　
鹿
爪
石

　
石
田
　
そ
の
他

　
戦
場
と
し
て
は
Ｉ
中
津
黒
田
軍
と
木
付
（
現
杵
築
）
軍
は
両
山

の
南
斜
面
に
陣
取
っ
た
の
に
対
し
、
大
友
本
陣
は
現
観
海
寺
高
台

（
南
立
石
本
村
）
に
置
か
れ
た
。
主
戦
場
は
石
塩
原
の
方
で
、
現

国
立
西
別
府
病
院
（
敷
地
）
か
ら
旧
九
大
温
研
周
辺
で
あ
っ
た
。

こ
こ
に
は
「
七
つ
石
」
跡
と
、
先
掲
の
「
館
石
」
跡
が
現
に
遺
さ

れ
公
園
化
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
大
友
軍
の
勇
将
、
吉
弘
嘉
兵
衛

が
討
死
し
た
と
伝
え
る
場
所
に
も
「
巨
石
」
が
残
さ
れ
、
隣
地
に

地
域
住
民
の
稲
荷
社
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

　
周
知
の
よ
う
に
名
将
吉
弘
公
を
顕
彰
し
供
養
す
る
吉
弘
神
社

（
石
坂
西
町
六
丁
目
）
に
は
、
墓
所
と
慰
霊
碑
の
数
々
が
、
そ
の

一
隅
に
は
「
丈
く
ら
べ
の
石
」
（
高
さ
約
ニ
メ
ー
ト
ル
の
石
柱
）

が
あ
っ
て
、
大
人
・
小
人
を
問
わ
ず
背
の
丈
を
競
っ
て
い
た
と
い

わ
れ
る
（
昭
和
八
年
刊
『
別
府
市
誌
』
）
。

　
ま
た
、
角
（
殿
）
山
と
実
相
寺
山
と
の
中
間
に
は
切
り
通
し

（
地
名
は
大
の
馬
場
と
い
う
）
が
あ
り
、
そ
の
道
路
傍
に
は
合
戦

時
の
戦
死
者
を
弔
う
石
祠
（
数
個
）
の
霊
が
眠
っ
て
い
る
。
西
方
、
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に
小
公
園
を
設
け
、
こ
こ
に
永
久
保
存
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
詳

細
は
本
誌
第
十
五
号
参
照
）
。

　
さ
ら
に
肩
山
の
山
頂
に
は
、
昭
和
二
年
十
月
十
二
日
登
山
を
楽

し
ま
れ
た
久
涸
宮
邦
彦
殿
下
の
「
登
山
記
念
碑
」
が
建
つ
。
ま
た

山
腹
七
合
目
南
端
に
は
「
硯
石
」
と
呼
ば
れ
る
奇
石
が
あ
り
、
年

中
雨
水
を
絶
や
さ
な
い
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
、
と
い
う
。
肩

山
の
先
述
内
山
渓
谷
の
入
口
近
く
に
は
、
植
樹
記
念
の
「
石
碑
」

（
功
徳
碑
）
が
建
つ
が
、
こ
れ
は
竹
の
内
居
住
の
大
野
勲
氏
祖
父

（
当
時
、
朝
日
村
会
議
員
）
が
無
償
奉
仕
し
た
記
念
碑
で
あ
る
。

　
こ
の
山
林
中
に
は
終
戦
ま
で
、
鶴
見
の
農
家
が
家
畜
（
牛
馬
）

の
飼
料
と
す
る
、
夏
草
刈
り
で
鎌
を
研
い
だ
と
い
う
「
砥
石
岩
」

も
現
に
残
っ
て
い
る
。

　
　
　
圓
鶴
見
原
（
鶴
見
町
）
と
石
垣
原
（
荘
園
町
）
　
一
帯

　
石
垣
原
合
戦
が
あ
っ
た
の
は
、
慶
長
五
（
一
六
〇
〇
）
年
秋
九

月
（
陰
暦
）
の
こ
と
で
あ
る
。

　
鶴
見
村
内
の
角
（
殿
）
山
・
実
相
寺
山
の
東
西
線
と
南
方
境
川
筋

に
囲
ま
れ
た
一
区
画
は
、
当
時
は
人
家
も
ま
ば
ら
で
、
大
方
は
原

野
と
松
林
で
あ
り
、
石
垣
扇
状
丘
陵
地
の
中
央
部
分
を
占
め
る
。

こ
の
地
域
一
帯
は
、
鶴
見
岳
大
爆
発
の
と
き
大
小
無
数
の
石
群
が

飛
散
し
た
た
め
、
石
垣
（
村
）
の
地
名
が
名
付
け
ら
れ
た
。
ち
な



角
山
南
の
原
集
落
（
現
鶴
見
町
）
に
は
旧
家
の
久
上
目
本
家
（
家

祖
は
旧
中
津
の
小
笠
原
藩
士
、
久
士
目
六
郎
左
衛
門
尉
義
光
）
が

あ
る
が
、
明
治
初
期
地
区
の
発
展
を
願
っ
て
数
個
の
巨
石
と
小
森

の
地
所
一
角
を
寄
附
し
た
。

　
鶴
見
の
原
中
村
に
居
を
構
え
る
当
た
り
、
家
神
と
し
て
い
た
稲

荷
神
も
併
せ
持
ち
帰
っ
た
が
、
現
在
の
稲
荷
神
社
が
そ
れ
で
あ
る
。

隣
地
の
公
民
館
の
北
裏
に
は
「
燧
道
記
念
」
の
石
碑
が
ひ
そ
か
に

立
っ
て
い
る
。

　
　
　
㈲
鉄
輪
（
北
鉄
輪
）
　
・
野
田
地
区
周
辺

　
往
古
の
鉄
輪
温
泉
は
、
想
像
す
る
に
到
る
処
に
地
獄
の
ふ
く
噴

気
・
沸
騰
泉
、
そ
れ
に
自
然
湧
出
の
熱
湯
が
溢
れ
、
噴
き
出
す
熱

気
で
死
傷
し
た
り
、
河
川
へ
の
流
人
で
魚
類
が
死
滅
し
た
り
、
稲

田
も
ま
た
不
作
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
事
か
ら
、

せ
っ
か
く
の
温
泉
も
、
往
古
は
地
域
住
民
に
恐
れ
ら
れ
厄
介
も
の

扱
い
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
呼
び
方
も
、
ハ
丁
四
面
の
「
地
獄
谷
」

と
か
、
「
地
獄
原
」
と
か
言
わ
れ
て
い
た
。

　
鉄
輪
温
泉
の
開
基
は
こ
こ
に
説
く
ま
で
も
な
く
、
四
国
伊
予
出

身
の
一
遍
智
真
上
人
（
時
宗
の
開
祖
、
譚
名
は
聖
誠
大
師
こ
一
三

九
～
八
九
）
で
あ
る
。

　
地
域
住
民
の
苦
難
を
嘆
い
た
上
人
は
、
ま
ず
怒
り
狂
う
地
獄
神

の
霊
を
慰
め
よ
う
と
大
蔵
経
教
典
の
一
字
々
々
を
小
石
一
つ
ず
つ

に
墨
書
し
、
祈
祷
の
読
経
を
誦
し
な
が
ら
投
げ
込
ん
だ
と
こ
ろ
、

神
の
怒
り
も
和
ら
ぎ
仏
の
慈
悲
で
収
ま
っ
た
と
仏
書
に
記
し
て
い

る
。
自
来
、
上
人
は
温
泉
の
効
能
を
説
き
利
用
の
環
境
整
備
に
努

め
、
温
泉
場
開
発
の
基
礎
を
固
め
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
意
味
で

鉄
輪
温
泉
の
開
発
と
発
展
も
、
小
石
の
「
一
石
」
々
々
か
ら
始
ま
っ

た
、
と
言
っ
て
も
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
こ
う
し
た
歴
史
的
縁
か
ら
、
鉄
輪
周
辺
に
は
由
緒
あ
る
石
造
物

が
決
し
て
少
な
く
な
い
。

　
西
方
山
手
の
地
獄
地
帯
に
は
、
自
他
地
獄
内
に
戦
後
い
ち
早
く

注
目
を
集
め
た
「
（
自
他
）
国
東
塔
」
や
「
向
原
石
瞳
」
、
神
和
苑

内
に
は
「
永
正
板
碑
」
や
「
永
享
石
確
」
（
以
上
、
い
ず
れ
も
県

重
要
文
化
財
指
定
）
が
存
在
す
る
。
最
近
、
地
元
新
聞
（
大
分
合

同
）
に
も
紹
介
さ
れ
た
街
お
こ
し
団
体
（
「
愛
酎
会
」
主
催
）
の

「
湯
け
む
り
俳
句
」
募
集
人
選
句
の
句
碑
が
温
泉
場
の
要
所
に
九

基
も
建
て
ら
れ
て
い
る
（
う
ち
一
基
は
明
欝
温
泉
）
。
も
ち
ろ
ん

海
地
獄
園
内
に
も
あ
り
、
観
光
客
・
湯
治
客
の
俳
句
関
係
者
の
目

を
楽
し
ま
せ
て
い
る
。

。
鉄
輪
下
の
地
獄
原
共
同
温
泉
前
に
は
、
速
見
郡
南
鉄
輪
村
の
与

組
（
組
頭
）
で
明
治
維
新
後
、
保
長
・
副
戸
長
・
戸
長
（
村
長
）
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を
勤
め
た
加
藤
新
六
（
一
八
一
五
～
九
〇
）
の
「
功
徳
碑
」
が
、

さ
ら
に
旧
平
田
・
鉄
輪
・
石
垣
（
中
須
賀
）
三
村
の
境
界
、
大
石

地
区
に
道
路
開
通
へ
の
遺
徳
を
追
慕
す
る
「
記
念
碑
」
も
建
つ

（
大
正
六
年
三
月
建
立
）
。
鉄
輪
と
い
え
ば
何
と
い
っ
て
も
「
蒸
し

風
呂
」
、
こ
れ
は
説
明
を
加
え
る
必
要
も
な
か
ろ
う
。
ま
た
最
近

国
の
重
要
文
化
財
登
録
の
旅
館
・
富
土
屋
本
館
の
石
庭
風
の
庭
園

（
家
屋
と
も
）
も
挙
げ
ね
ば
な
る
ま
い
。

　
か
っ
て
の
北
鉄
輪
（
明
治
八
年
南
鉄
柏
村
と
合
併
し
て
鉄
輪
村

に
）
に
は
「
時
計
石
」
と
称
さ
れ
た
珍
奇
な
石
が
あ
っ
た
と
い
う

が
現
存
し
な
い
。
野
田
地
区
で
は
大
温
寺
の
塚
ケ
城
趾
の
「
五
輪

の
塔
」
な
ど
、
な
ど
が
見
ら
れ
る
。

　
鉄
輪
に
は
含
ま
れ
な
い
が
、
ハ
川
を
挟
ん
だ
旧
中
組
（
火
売
町
）

と
北
中
町
に
は
、
家
畜
牛
馬
の
霊
を
供
養
し
安
全
を
祈
願
す
る
石

祠
「
大
将
軍
」
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
他
、
年
の
神
を
祀
る
石
祠
が
火

売
で
は
火
男
火
売
神
社
境
内
に
、
北
中
で
は
稲
荷
社
前
に
置
か
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
火
売
町
に
は
「
古
殿
板
碑
」
（
昭
和
五
十
五
年

市
有
形
文
化
財
指
定
）
が
存
在
す
る
。

　
　
　
閉
そ
の
他
、
市
内
に
は

　
亀
川
温
泉
周
辺
で
は
、
史
跡
鬼
の
岩
屋
（
上
人
西
町
所
在
）
の

一
号
・
二
号
古
墳
（
玄
室
・
大
石
畳
）
の
他
、
亀
川
国
立
病
院
北
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－
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裏
に
は
、
こ
こ
に
も
「
鯛
釣
り
石
」
が
あ
り
、
こ
の
辺
ま
で
海
岸

で
あ
っ
た
と
古
老
は
い
う
。
野
口
原
（
三
〇
Ｔ
八
番
地
）
に
は

「
五
輪
塔
群
」
、
中
島
町
（
二
〇
番
地
）
に
は
「
宝
塔
二
基
」
、
カ

マ
ド
に
は
「
カ
マ
ド
氏
墓
地
五
輪
塔
」
と
「
古
塔
群
」
が
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
市
美
術
館
内
（
上
人
町
）
に
は
輝
石
安
山
岩
で
造
ら

れ
た
「
文
永
笠
塔
姿
」
（
昭
和
四
十
七
年
県
有
形
文
化
財
）
と

「
正
安
五
輪
塔
」
（
同
上
）
な
ど
。
南
石
垣
に
は
珍
し
い
「
寛
永
キ

リ
シ
タ
ン
塔
」
（
昭
和
四
十
二
年
市
指
定
）
も
。
乙
原
に
は
、
か
っ

て
の
大
友
氏
の
菩
提
寺
で
あ
っ
た
「
吉
祥
寺
開
山
塔
」
、
そ
れ
に

乙
原
の
滝
近
く
に
「
夫
婦
石
」
。
な
お
、
鶴
見
岳
・
立
石
山
・
姫

山
な
ど
に
は
巨
石
遺
物
が
あ
り
、
鶴
見
山
元
宮
上
に
は
畳
ハ
帖
敷

も
あ
る
と
い
う
「
踊
り
石
」
も
付
記
し
て
お
こ
う
。

　
ま
だ
石
を
使
っ
た
石
造
文
化
工
作
物
が
数
多
く
存
在
し
て
い
る

こ
と
だ
ろ
う
。
祖
先
や
先
代
の
遺
さ
れ
た
文
化
を
堀
り
起
こ
し
、

後
世
に
伝
え
語
り
継
ぐ
こ
と
の
重
要
性
を
噛
み
し
め
な
が
ら
筆
を

掴
く
こ
と
に
す
る
。
今
回
は
昭
和
六
十
年
刊
の
『
別
府
市
誌
』
を

参
考
に
し
ま
し
た
が
、
筆
者
の
不
勉
強
か
ら
間
違
い
が
あ
れ
ば
何

卒
お
許
し
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
お
わ
り
）
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